



































しています。東京乾電池の 「授業 と 「ただの自転車屋」 、「ザ・フルーツ」 「デイ・サービスショー」 「燃えよ剣」 「白い犬とワルツ」 「白石加代子 百物語」などを道内 けでなく、全国各地で巡演するお手伝いをさせていただき、各地の団体と一緒に演劇公演の企画を行うことを通じて地域のまちづくりを行う「地域文化活動」もこの二〇年間で定着 き した。
演劇財団二〇周年、シアタ ZーOO一五周年の記念
事業として四作品を企画し、そのうちの三作品 劇団東京乾電池「ただの自転車屋」 、札幌座「肝っ玉 っ母とその子どもたち」 青年団リンクホエイ 珈琲法要」を二〇一六年に行いました。 「ただの自転車屋」は東京乾電池が新作を北海道で公演するという話題性もあり、チケット発売当初から完売の回が続出するなど、好評を博しました。 「肝っ玉～」には東京から三名の実力派俳優を招いたほか、千年王国 櫻井幸絵 主役に配し、納谷真大、小佐部明広など、札幌で活躍する劇 の主
宰者を配役した斎藤歩の壮大な音楽劇で、新さっぽろのサンピアザ劇場を賑わせました。 「珈琲法要」はTG
R札幌劇場祭
で大賞を受賞 、 シアターZOOの企画した作品の連続受賞となりました。
今後、若手劇作家の育
成に札幌で着手するほか、札幌劇場祭や札幌演劇シーズンの活性化、演劇創造都市札幌プロジェクトを通じた政策提言などにより、北海道の演劇創造・鑑賞の環境をより良くするだけでなく、地域社会にもっと積極的に働きかけ、様々な事業を提案し、地域の活性化のお手伝いをしてゆき、北海道独特の演劇産業 醸成から、ひいては雇用の創出をも目指したいと考えています。
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